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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送データに含まれる複数の番組に係る映像データと音声データ及び前記複数の番組に
係る番組情報データを受信する受信手段と、
　前記受信手段で受信する複数の番組に係る映像データのうち、ユーザが選択した選択番
組の映像データを表示部に表示させる表示手段と、
　前記表示部にユーザが選択した選択番組の映像データが表示されてから所定時間が経過
した時点で、前記選択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送
中の複数の番組に対応する番組情報データを検索する処理を実行するモードである自動検
索モードの設定を受け付ける設定手段と、
　前記設定手段を介して前記自動検索モードが設定されている場合、ユーザが選択した選
択番組の映像データが前記表示部に表示されてから前記所定時間が経過した時点で、前記
選択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複数の番組に
対応する番組情報データを検索する検索手段と、
　前記検索手段の検索によって、前記検索条件に該当する抽出番組が存在すると判定され
た場合、当該抽出番組に関する情報を前記表示部に表示中の前記選択番組の映像データと
共に前記表示部に表示する制御を実行する制御手段と、
を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記受信手段は、前記選択番組の映像データを受信する第１のチューナと、当該選択番
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組とは異なるチャンネルで放送中の複数の番組に対応する映像データと音声データ及び前
記番組情報データを受信する第２のチューナと、を備え、
　前記制御手段は、前記検索条件に該当する抽出番組が存在すると判定された場合、前記
第２のチューナを用いて受信した当該抽出番組の映像データから静止画を記録して縮小画
像を生成し、当該縮小画像を前記表示部に表示中の前記選択番組の映像データと共に前記
表示部に表示する制御を実行することを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　放送データを受信する受信部を有する受信装置の制御方法であって、
　前記受信部を用いて、放送データに含まれる複数の番組に係る映像データと音声データ
及び前記複数の番組に係る番組情報データを受信する受信ステップと、
　前記受信ステップで受信する複数の番組に係る映像データのうち、ユーザが選択した選
択番組の映像データを表示部に表示させる表示ステップと、
　前記表示部にユーザが選択した選択番組の映像データが表示されてから所定時間が経過
した時点で、前記選択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送
中の複数の番組に対応する番組情報データを検索する処理を実行するモードである自動検
索モードの設定を受け付ける設定ステップと、
　前記設定ステップで前記自動検索モードが設定されている場合、ユーザが選択した選択
番組の映像データが前記表示部に表示されてから前記所定時間が経過した時点で、前記選
択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複数の番組に対
応する番組情報データを検索する検索ステップと、
　前記検索ステップによる検索によって、前記検索条件に該当する抽出番組が存在すると
判定された場合、当該抽出番組に関する情報を前記表示部に表示中の前記選択番組の映像
データと共に前記表示部に表示する制御を実行する制御ステップと、
を備えることを特徴とする受信装置の制御方法。
【請求項４】
　前記受信部は、前記選択番組の映像データを受信する第１のチューナと、当該選択番組
とは異なるチャンネルで放送中の複数の番組に対応する映像データと音声データ及び前記
番組情報データを受信する第２のチューナと、を備え、
　前記制御ステップでは、前記検索条件に該当する抽出番組が存在すると判定された場合
、前記第２のチューナを用いて受信した当該抽出番組の映像データから静止画を記録して
縮小画像を生成し、当該縮小画像を前記表示部に表示中の前記選択番組の映像データと共
に前記表示部に表示する制御を実行することを特徴とする請求項３に記載の受信装置の制
御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は放送データを受信する受信装置及び受信装置の制御方法に関し、特には、番組
の検索処理に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
デジタルＴＶ放送では数百ものチャンネルを放送することが可能であり、ユーザが非常に
多くの番組より所望の番組を見つけるのは困難である。そこで、映像データ等と共に送信
される番組情報データ（ＥＰＧ；Electric Program Guide）を用いてユーザの番組選択操
作の支援を行なったり、ユーザが設定する検索条件に基づいてＥＰＧデータに対して検索
を行なったりするような、ユーザ所望の番組を容易に見つける為の機能がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の番組選択方法では、ＥＰＧデータに基づいたＥＰＧ画面によりユーザ所望
の番組を探す場合、ＥＰＧ表示の切替え操作やユーザの視覚による番組内容等の確認が必
要であり、ユーザ所望の番組を見つけるのが非常に困難であった。
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【０００４】
また、ユーザ自身で検索条件を設定して所望の番組を検索する場合には、検索条件設定の
為の操作が煩雑であるだけでなく、一連の検索処理が検索対象を一通り検索した後に終了
してしまうため、現在受信可能な番組に対してリアルタイムに番組検索を行おうとすると
、ユーザは繰り返し検索処理の為の操作を行わなければならず、非常に面倒なものであっ
た。
【０００５】
更に、ＥＰＧ画面での番組検索においても、検索条件を設定する番組検索においても、視
聴中の番組画面からＥＰＧ画面や検索条件設定画面に切替えたり、番組画面の一部にそれ
らの画面を多重したりするので、番組視聴の妨げとなっていた。
【０００６】
本発明は前述のような問題を解決する処にある。
【０００７】
本発明の更に他の目的は、画面に表示している番組の視聴を妨げることなく、容易な操作
で受信した番組中よりリアルタイムにユーザ所望の番組を検索する処にある。
【０００８】
本発明の更に他の目的は、視聴中の番組画面より容易な操作で検索された番組画面に切替
え可能とする処にある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　このような目的下において、本発明の受信装置は、放送データに含まれる複数の番組に
係る映像データと音声データ及び前記複数の番組に係る番組情報データを受信する受信手
段と、前記受信手段で受信する複数の番組に係る映像データのうち、ユーザが選択した選
択番組の映像データを表示部に表示させる表示手段と、前記表示部にユーザが選択した選
択番組の映像データが表示されてから所定時間が経過した時点で、前記選択番組の番組情
報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複数の番組に対応する番組情報
データを検索する処理を実行するモードである自動検索モードの設定を受け付ける設定手
段と、前記設定手段を介して前記自動検索モードが設定されている場合、ユーザが選択し
た選択番組の映像データが前記表示部に表示されてから前記所定時間が経過した時点で、
前記選択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複数の番
組に対応する番組情報データを検索する検索手段と、前記検索手段の検索によって、前記
検索条件に該当する抽出番組が存在すると判定された場合、当該抽出番組に関する情報を
前記表示部に表示中の前記選択番組の映像データと共に前記表示部に表示する制御を実行
する制御手段と、を備えるような構成とした。
【００１０】
　また、本発明の受信装置の制御方法は、放送データを受信する受信部を有する受信装置
の制御方法であって、前記受信部を用いて、放送データに含まれる複数の番組に係る映像
データと音声データ及び前記複数の番組に係る番組情報データを受信する受信ステップと
、前記受信ステップで受信する複数の番組に係る映像データのうち、ユーザが選択した選
択番組の映像データを表示部に表示させる表示ステップと、前記表示部にユーザが選択し
た選択番組の映像データが表示されてから所定時間が経過した時点で、前記選択番組の番
組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複数の番組に対応する番組
情報データを検索する処理を実行するモードである自動検索モードの設定を受け付ける設
定ステップと、前記設定ステップで前記自動検索モードが設定されている場合、ユーザが
選択した選択番組の映像データが前記表示部に表示されてから前記所定時間が経過した時
点で、前記選択番組の番組情報データに含まれる番組情報を検索条件として、放送中の複
数の番組に対応する番組情報データを検索する検索ステップと、前記検索ステップによる
検索によって、前記検索条件に該当する抽出番組が存在すると判定された場合、当該抽出
番組に関する情報を前記表示部に表示中の前記選択番組の映像データと共に前記表示部に
表示する制御を実行する制御ステップと、を備えるような構成とした。
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【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１４】
図１は本発明が適用されるデジタルＴＶ放送受信装置の構成を示したブロック図である。
【００１５】
図１において、不図示のアンテナ若しくはケーブルにより受信された信号はチューナー部
１０１、若しくはチューナ部１０２に入力される。チューナー部１０１及びチューナ部１
０２は、入力された信号に対して、復調、誤り訂正等の処理を施し、トランスポートスト
リームと呼ばれる形式のデジタルデータを生成する。更に、生成したトランスポートスト
リーム（ＴＳ）データをデスクランブラ１０３に出力する。
【００１６】
ここで、チューナ部１０１は番組視聴用のチューナであり、チューナ部１０２は番組検索
用のチューナである。後述の如くお気に入りモード中には、チューナ部１０１においてユ
ーザが視聴中であるチャンネルの番組映像・音声データを含むＴＳデータを生成し、チュ
ーナ部１０２において順次伝送路の異なるＴＳにチューニングすると共に、異なるチャン
ネルの番組映像・音声データを含むＴＳデータを生成する。詳細は後述する。
【００１７】
また、放送局側より伝送されるＴＳデータは、複数のチャンネルの映像データ・音声デー
タ・文字データ等が時分割多重され、所定時間毎にＥＰＧデータが多重されている。更に
、ＴＳデータはパケット単位で伝送され、パケットの先頭部分には、ＰＩＤ（Packet Ide
ntification）が付加されている。
【００１８】
デスクランブラ１０３は、視聴制限の為のスクランブルがかけられているＴＳデータがチ
ューナー部１０１若しくはチューナ部１０２より入力された場合、ＴＳデータに含まれる
デスクランブルの為の鍵情報とＩＣカード制御部１１６より出力される鍵情報とに基づい
て、スクランブル解除を行い、デマルチプレクサ１０４に出力する。
【００１９】
ここで、ＩＣカード制御部１１６は、ユーザの契約情報及びＴＳデータに含まれるデスク
ランブルの為の鍵情報を解く為の鍵情報が格納されているＩＣカードを含み、デスクラン
ブラ１０３より入力されたデスクランブルの為の鍵情報を解く為の鍵情報があった場合、
その鍵情報をデスクランブラ１０３に出力する。
【００２０】
また、デスクランブラ１０３は、チューナー部１０１及び１０２よりスクランブルがかけ
られていないＴＳデータを入力した場合には、ＴＳデータをそのまま、デマルチプレクサ
１０４に出力する。
【００２１】
デマルチプレクサ１０４は、デスクランブラ１０３より入力されたＴＳデータ中より、各
データに付加されたＰＩＤを識別し、操作部１１３の操作により選択されたチャンネルに
おいて現在放送中の番組に係る映像データＤ１及び音声データＤ２を抽出する。更に、抽
出したそれぞれのデータをビデオデコーダ１０５、オーディオデコーダ１０６に出力する
。ここで、操作部１１３は、本体側に設置されている操作部の他、リモコン及び受光部を
含む。
【００２２】
また、デマルチプレクサ１０４は、前述のＴＳデータよりＥＰＧデータＤ３を取り出し、
ＥＰＧデコーダ１０７及びシステム制御部１１７に内蔵のＲＡＭ１１７－２に出力する。
ここで、ＥＰＧデータＤ３は、後述の如くＲＡＭ１１７－２のＴＭＰ＿１に格納され、検
索条件の設定やＥＰＧ画面の作成のために使用される。
【００２３】
また、ＥＰＧデータはチューナ部１０１により定期的に受信され、ＲＡＭ１１７－２では
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常に最新のＥＰＧデータが更新される。更に、操作部１１３の操作によるＥＰＧデータ受
信指示に応じてＥＰＧデータを受信し、受信したＥＰＧデータをＲＡＭ１１７－２に記憶
する。
【００２４】
また、図１に示す如く、各ブロックは共通のバス１２０に接続されている。
【００２５】
まず、映像データについて説明する。ビデオデコーダ１０５は、デマルチプレクサ１０４
より入力された映像データＤ１に対して、ＭＰＥＧ２のデコード処理を施し、復号した映
像データを表示制御部１０８に出力する。表示制御部１０８は、ビデオデコーダ１０５、
画面構成部１１０より入力された映像データを操作部１１３の操作に応じて画面を切り換
えたり、多重したりして画像表示部１１１に表示させる。
【００２６】
ここで、画面構成部１１０は、操作部１１３の操作に応じて、後述の如くＥＰＧ画面、ユ
ーザ操作を支援するＵＩ画面などを作成し、表示制御部１０８に出力する。
【００２７】
また、画像表示部１１１は、不図示のモニタ及び映像信号入力端子を含む。
【００２８】
次に、音声データについて説明する。オーディオデコーダ１０６は、デマルチプレクサ１
０４より入力された音声データＤ２に対して、ＭＰＥＧ２のデコード処理を施し、復号し
た音声データをＤＡＣ１０９に出力する。ＤＡＣ１０９は、オーディオデコーダ１０６よ
り入力された音声データに対して、Ｄ／Ａ変換の処理を施し、音声出力部１１２に出力す
る。また、音声出力部１１２は、不図示のスピーカ及び音声信号入力端子を含む。
【００２９】
そして、ＥＰＧデータについて説明する。ＥＰＧを構成するのに必要なデータは、「IEC1
3818-1 MPEG2 SYSTEM」や社団法人 電波産業会（通称ＡＲＩＢ）における標準規格「ディ
ジタル放送に使用する番組陳列情報」等で規定されるデータ構造で伝送される。主要な構
成データとして、編成チャンネルの名称、放送事業者の名称など、編成チャンネルに関す
る情報を伝送するＳＤＴ（Service Description Table）、ブーケ（編成チャンネルの集
合）の名称、含まれる編成チャンネルなど、ブーケに関する情報を伝送するBAT（Bouquet
 Association Table）、番組の名称、放送開始日時、内容の説明など、番組に関する情報
を伝送するEIT（Event Information Table）、現在の日付、時刻の情報を伝送するTDT（T
ime Date Table）等が挙げられる。
【００３０】
操作部１１３において、ＥＰＧを表示させる為の操作がなされると、操作部１１３からの
ＥＰＧ表示指示はシステム制御部１１７に入力される。
【００３１】
システム制御部１１７は、操作部１１３からＥＰＧ表示指示が入力された場合に、ＲＡＭ
１１７－２より必要なＥＰＧデータを読み出し、ＥＰＧデコーダ１０７に出力する。ＥＰ
Ｇデコーダ１０７は、ＥＰＧデータＤ３に対してデコード処理を施し、復号されたＥＰＧ
データを画面構成部１１０に出力する。
【００３２】
画面構成部１１０は、ＥＰＧデコーダ１０７より入力したＥＰＧデータ及びシステム制御
部１１７からの制御信号に基づいて、不図示のＥＰＧ画面を構成する為のキャラクタ信号
等、各種の信号を生成して、表示制御部１０８に出力する。表示制御部１０８は、映像画
面、ＥＰＧ画面等の切り換え表示をするべく画像表示部１１１に対して映像信号を出力す
る。
【００３３】
また、システム制御部１１７は、各部を制御するためのプログラムや文字パターン等のフ
ォントを格納するＲＯＭ１１７－１、後述の如くデータ領域からなるＲＡＭ１１７－２、
及びＲＯＭ１１７－１に格納されたプログラムを実行するためのＣＰＵ１１７－３を備え
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ている。
【００３４】
この様な構成により、システム制御部１１７は、チャンネル選択、電源ＯＮ等の各種操作
スイッチを有する操作部１１３の操作に応じて、チューナ部１０１、１０２、デスクラン
ブラ１０３、デマルチプレクサ１０４、各デコーダ部１０５～１０７、表示制御部１０８
、ＤＡＣ１０９、画面構成部１１０等を制御する。
【００３５】
そして、図２に操作部１１４の一部であるリモコンの構成例を示す。但し、本図は本実施
形態を説明する為に必要な機能を実現する為の操作を行うボタンのみを表すものであり、
実際の受信装置に必要な操作ボタンは、この限りではない。また、図２に示したものの他
、マウス等のポインティングデバイスを用いることも可能である。
【００３６】
図２において、２０１はリモコンとデジタル放送受信装置本体に備わる受光部との赤外線
通信を行う為の発光部、２０２は電源をＯＮ／ＯＦＦする為の電源ボタン、２０３は表示
ＥＰＧの切換設定画面や後述の検索条件設定画面等をメニュー表示するメニュー画面を表
示させるメニューボタン、２０４はＥＰＧ画面を表示させる為のＥＰＧボタン、２０５は
後述のお気に入りモード（検索モード）へモード設定するためのお気に入りボタン、２０
６は後述のお気に入りモードを解除するためのお気に入り解除ボタン、２０７は選択カー
ソルを上下左右に移動させる為のカーソルボタン、２０８は選択カーソルによって指定さ
れている領域選択の決定を行う為の決定ボタン、２０９はチャンネル番号を入力する為の
テンキーである。
【００３７】
次に、システム制御部１１７に含まれるＲＡＭ１１７－２の各エリアについて説明する。
【００３８】
ＴＩＭ（タイマーカウンタ）は、後述の如く番組視聴開始より所定時間経過後、自動的に
お気に入りモードに設定される場合に利用する。
【００３９】
ＭＯＤＥは、お気に入りモードであるか否かを示すフラグであり、お気に入りモードであ
る場合にはＭＯＤＥ＝１、お気に入りモードでない場合にはＭＯＤＥ＝０となる。
【００４０】
Ｓ＿ＣＨ（検索用チャンネルカウンタ）は、チューナ部１０２が順次チューニング動作を
行う際に、その動作をカウントするためのものであり、１～Ｎ迄の値をとる。
【００４１】
ＴＭＰ＿１は、チューナ部１０１により受信したＴＳ中のＥＰＧデータＤ３を格納するメ
モリであり、後述の如くお気に入りモードが設定されると、現在視聴中の番組の番組情報
はＫＭＥＭに格納される。
【００４２】
ＴＭＰ＿２は、チューナ部１０２により受信したＴＳ中のＥＰＧデータＤ３を格納するメ
モリであり、後述の如く検索条件に該当する番組の番組情報はＳＭＥＭに格納される。
【００４３】
ＫＭＥＭ（お気に入り検索用キーメモリ）は、現在視聴中の番組の番組情報を検索条件と
して格納する。例えば、ＥＰＧデータ中より抽出したチャンネル番号（ＣＨ）、ジャンル
情報（ＧＥＮＲＥ）、番組出演者情報リスト（ＡＣＴ＿ＬＳＴ）等の番組情報を各エリア
に格納する。
【００４４】
ＳＭＥＭ（検索結果用メモリ）は、検索条件に該当する番組の番組情報を格納するエリア
で、格納する番組情報の内容はＫＭＥＭと同様である。
【００４５】
ＩＭＥＭ（アイコンデータ用メモリ）は、検索条件に該当する番組の縮小画像を表示する
為に、該番組の１フレーム分の映像データ（ＩＭＧ）を格納し、各映像データはＳＭＥＭ
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に格納されている番組情報と対応付けるための番号（ＳＭＥＭＮＯ）が割り振られている
。
【００４６】
ＩＣＮＴ（アイコン用カウンタ）は、ＩＭＥＭに格納されている映像データの数をカウン
トするためのものである。
【００４７】
次に、お気に入りモード中の動作の流れを説明する。お気に入りモードとは、現在視聴中
の番組に関連する番組を検索するモードであり、視聴中番組の番組情報を検索条件とし、
チューナ部１０２において順次チャンネルスキャンを行って受信した番組の番組情報を検
索対象として検索処理を行うものである。図３にお気に入りモード時のシステム制御部１
１７の動作の流れを示す。
【００４８】
ここで、図３のフローチャートでは、お気に入りボタン２０５の押下によりお気に入りモ
ードになるような流れとなっているが、番組視聴開始から所定時間経過した場合に自動的
にお気に入りモードになるようにしてもよい。その際、番組視聴開始からの時間経過を計
測する為にＲＡＭ１１７－２のＴＩＭを利用する。
【００４９】
また、お気に入りボタン２０５の押下によりお気に入りモードとするか、番組視聴開始か
ら所定時間経過した場合に自動的にお気に入りモードとするかは不図示の設定画面により
設定可能である。
【００５０】
Ｓ３０１において、お気に入りボタン２０５が押下されたか否か判断し、押下されたと判
断した場合はＲＡＭ１１７－２においてＭＯＤＥ＝１にする（Ｓ３０２）。
【００５１】
Ｓ３０３において、ＲＡＭ１１７－２のＴＭＰ＿１に格納されているＥＰＧデータ中より
現在視聴中の番組情報を読み出し、ＫＭＥＭへ格納する。ここで、ＫＭＥＭに格納される
番組情報は、前述の如くチャンネル番号、ジャンル情報、番組出演者情報等である。
【００５２】
Ｓ３０４において、お気に入りモード中である旨を表示するべく画面構成部１１０を制御
し、画面構成部１１０は図４に示す如く所定のマーク（キャラクタ映像）に係る映像信号
を生成して表示制御部１０８に出力する。
【００５３】
Ｓ３０５において、チューナ部１０２で任意のチャンネルを受信すると共に、該チャンネ
ルが多重されているＴＳ中のＥＰＧデータをＴＭＰ＿２に出力する。Ｓ３０６において、
ＴＭＰ＿２に格納されているＥＰＧデータよりチューナ部１０２で受信しているチャンネ
ルで放送中の番組の番組情報を読み出し、ＫＭＥＭに格納されている現在視聴中の番組の
番組情報（検索条件）と比較し、チューナ部１０２で受信しているチャンネルで放送中の
番組が検索条件に該当するか否かを判断する。
【００５４】
ここで使用される検索条件は不図示の条件設定画面で設定可能であり、設定された条件に
基づいてＫＭＥＭに格納された番組情報中より、及びＴＭＰ＿２に格納されたＥＰＧデー
タ中より必要な番組情報を読み出して比較する。例えば、該条件設定画面においてジャン
ル情報を検索条件として設定した場合は、Ｓ３０６においてＫＭＥＭに格納されたジャン
ル情報、及びＴＭＰ＿２に格納されたＥＰＧデータ中よりチューナ部１０２で受信してい
る番組のジャンル情報を読み出して比較する。なお、該条件設定画面は図２のメニューボ
タン２０３の押下により表示され、検索条件の設定は随時変更可能とする。
【００５５】
チューナ部１０２で受信しているチャンネルで放送中の番組が検索条件に該当すると判断
した場合は、その番組の番組情報が既にＲＡＭ１１７－２のＳＭＥＭに格納されているか
否かを判断し（Ｓ３１０）、ＳＭＥＭに格納されている場合は、ビデオデコーダ１０５よ
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り出力される該番組の１フレーム分の映像データをＲＡＭ１１７－２のＩＭＥＭに格納さ
れている該番組の映像データに上書きし（Ｓ３１１）、Ｓ３１４に進む。
【００５６】
Ｓ３１０において検索条件に該当した番組の番組情報がまだＳＭＥＭに格納されていない
場合は、検索された番組の番組情報をＳＭＥＭに格納すると共に、ビデオデコーダ１０５
より出力されるチューナ部１０２で受信している番組の映像データ中より１フレーム分の
映像データをＩＭＥＭに格納する（Ｓ３１２）。また、ＩＭＥＭに格納されている映像デ
ータの数をカウントするＩＣＮＴを１インクリメントし（Ｓ３１３）、Ｓ３１４に進む。
【００５７】
一方、Ｓ３０６においてチューナ部１０２にて受信しているチャンネルで放送中の番組が
検索条件に該当しないと判断した場合は、該番組のチャンネルと同じチャンネルの番組情
報がＳＭＥＭに格納されているか否か判断し（Ｓ３０７）、該番組のチャンネルと同じチ
ャンネルの番組情報がＳＭＥＭに格納されていると判断した場合は、格納済みである該チ
ャンネルの番組情報をＳＭＥＭより削除し、更に該チャンネルの映像データをＩＭＥＭよ
り削除する（Ｓ３０８）。また、ＩＭＥＭに格納されている映像データの数をカウントす
るＩＣＮＴを１デクリメントし（Ｓ３０９）、Ｓ３１４に進む。
【００５８】
この様な構成により、チューナ部１０２で受信したあるチャンネルでの放送番組が変更し
たことにより該チャンネルで放送中の番組が検索条件に該当しなくなった場合に、既に放
送が終了している番組の番組情報を削除することができる。
【００５９】
Ｓ３１４において、検索条件に該当する番組の縮小画像を視聴中の番組映像に多重するべ
く、ＩＭＥＭに格納されている映像データを読み出し、画面構成部１１０に出力する。
【００６０】
Ｓ３１５において、操作部１１３の操作によるチャンネル変更指示や番組の放送終了等に
より視聴中の番組が変更したか否かを判断し、視聴番組が変更されたと判断した場合は、
ＫＭＥＭ、ＳＭＥＭ、ＩＭＥＭに格納されているデータをクリアし、ＩＮＣＴをリセット
し、Ｓ３０３に戻る。
【００６１】
一方、視聴番組が変更されないと判断した場合は、お気に入りボタン２０５が押下された
か否かを判断し（Ｓ３１７）、お気に入りボタン２０５が押下されたと判断した場合は、
図３（ｂ）に示すフローチャートＡに移行し、Ｓ３０５に戻る。フローチャートＡは、お
気に入りモード中にお気に入りボタン２０５を押下することにより、図４の如く表示され
た縮小画面を本画面とし、該画面の番組の番組情報を検索条件とする際の動作の流れを示
し、詳細は後述する。
【００６２】
お気に入りボタン２０５が押下されていないと判断した場合は、Ｓ３１８においてお気に
入り解除ボタン２０６が押下されたか否かを判断する。お気に入り解除ボタン２０６が押
下されたと判断した場合は、ＫＭＥＭ、ＳＭＥＭ、ＩＭＥＭに格納されているデータをク
リアし、ＩＣＮＴをリセットし、ＭＯＤＥ＝０とし、Ｓ３２３において、画面に表示され
ていたお気に入りモード中である旨の表示を削除し、終了する。
【００６３】
一方、Ｓ３１８においてお気に入り解除ボタン２０６が押下されていないと判断した場合
は、ＲＡＭ１１７－２の検索チャンネルカウンタＳ＿ＣＨ＝Ｎか否かを判断し（Ｓ３１９
）、Ｓ＿ＣＨ＝Ｎであると判断した場合は、Ｓ＿ＣＨをリセットし、Ｓ３０５に進む。Ｓ
＿ＣＨ＝Ｎでないと判断した場合は、Ｓ＿ＣＨを１インクリメントし（Ｓ３２０）、Ｓ３
０５に進む。
【００６４】
ここで、図４にお気に入りモード時の画面表示例を示す。図４（a）において、４０１は
現在視聴中の番組映像を表示している本画面であり、４０２はお気に入りモード中である
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ことを示すマークである。図４（ｂ）～（ｄ）においては、前述の如く検索処理の結果、
本画面４０１で表示している番組に関連する番組の縮小画面４０３、４０４、４０５が順
次表示されている。図４（e）は、縮小画面４０４の番組放送が終了したために、該画面
４０４の表示を削除した例である。
【００６５】
そして、図３（ｂ）に示すフローチャートＡについて、例えば、図４（ｄ）の表示状態中
にお気に入りボタン２０５を押下した場合について説明する。
【００６６】
Ｓ３２４において、ＩＣＮＴ＝０か否かを判断し、ＩＣＮＴ＝０である場合、つまり画面
上に縮小画像が表示されていない場合は、図３(a)のＳ３０５に戻る。ＩＣＮＴ＝０でな
い場合、現在視聴中の番組映像（画面４０１）の番組情報をＴＭＰ＿１より読み出しＳＭ
ＥＭに格納すると共に、ビデオデコーダ１０５より出力された該番組の１フレーム分の映
像データをＩＭＥＭに格納された映像データに割りあてられた最後のＳＭＥＭＮＯの次番
号を付加してＩＭＥＭに格納する（Ｓ３２５）。
【００６７】
Ｓ３２６において、ＩＭＥＭにおいて先頭ＳＭＥＭＮＯが割り振られている映像データに
係る番組（画面４０３）の番組情報を新たな検索条件としてＫＭＥＭに格納する。
【００６８】
Ｓ３２７において、ＳＭＥＭに格納されている画面４０３の番組情報、例えばチャンネル
番号に基づいて、チューナ部１０１において画面４０３に係るチャンネルを受信するべく
チューナ部１０１を制御する。
【００６９】
Ｓ３２８において、ＩＭＥＭ、ＳＭＥＭに格納されている画面４０３に係る番組の番組情
報、映像データをクリアする。
【００７０】
Ｓ３２９において、現在視聴している番組映像（画面４０３）上に、ＩＭＥＭに格納され
ている映像データに係る縮小画面４０４、４０５、４０１をＳＭＥＭＮＯ順に表示する。
図４（ｄ）は、その表示例である。
【００７１】
この様に、本実施形態では、お気に入りモード中、番組視聴と並行して常に検索処理動作
を行い、検索条件該当番組を検知するとすぐに画面上に該番組の縮小画像を表示するよう
にしたので、画面に表示している番組の視聴を妨げることなく、容易な操作で受信した番
組中よりリアルタイムにユーザ所望の番組を検索することができる。
【００７２】
更に、本実施形態では、検索条件該当番組の縮小画像が表示されている間に、お気に入り
ボタンを押下することにより該縮小画像の番組の受信を開始し、表示画面を該番組に切替
えるため、視聴中の番組画面より容易な操作で検索された番組画面に切替えることができ
る。
【００７３】
なお、本実施形態では、お気に入りモードの検索処理を現在視聴中の番組に関連する番組
を検索することとしたが、検索する番組は現在視聴中の番組に関連する番組以外でもよく
、不図示の検索設定画面において任意の検索条件を設定し、該設定された検索条件に基づ
いて検索処理を行うようにしてもよい。
【００７４】
例えば、該検索設定画面において“スポーツ”、“野球”の項目を検索条件として選択し
た上でお気に入りモードを設定すると、如何なる番組を視聴中であっても、野球に関連す
るスポーツ番組の放送が何れかのチャンネルで開始されたり、該スポーツ番組が放送中で
あったりすると、画面上に該スポーツ番組の縮小画像が表示され、ユーザに検索結果をリ
アルタイムに認識させることができる。
【００７５】
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また、本実施形態では、検索条件該当番組の縮小画像を画面右側に表示しているが、例え
ば縮小画像を画面上に表示しきれない程多くの検索条件該当番組が見つかった場合など、
画面上には検索条件該当番組が検出されたことを示すマークを表示するのみとし、お気に
入りボタンを押下することにより検索条件該当番組の一覧表示をするようにしてもよい。
【００７６】
図５にその表示例を示す。５０１は検索条件該当番組が検出されたことを示すマークであ
り、５０２はお気に入りボタンの押下により表示された検索条件に該当する番組の一覧表
示である。
【００７７】
また、本実施形態では、画面上に検索条件該当番組が表示されている間にお気に入りモー
ドを押下すると、検索条件該当番組の縮小画像と本画面が切り替わるような構成であるが
、画面上に表示された検索条件該当番組の縮小画像を操作部１１３の操作によりカーソル
選択可能とし、所望の縮小画像を選択決定することにより該縮小画像と本画面を切替える
ような構成としてもよい。
【００７８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、画面に表示している番組の視聴を妨げることなく
、容易な操作で受信した番組中よりリアルタイムにユーザ所望の番組を検索することがで
きる。
【００７９】
また、視聴中の番組画面より容易な操作で検索された番組画面に切替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用されるデジタルＴＶ受信装置の構成を示すブロック図である。
【図２】操作部１１３に含まれるリモコンの一例を示す図である。
【図３】お気に入りモード中のシステム制御部１１７の動作を示すフローチャートである
。
【図４】お気に入りモード中の画面の表示例を示す図である。
【図５】検索条件に該当する番組が検出されたことを示すマークと検索条件該当番組の一
覧表示の表示例である。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】
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